








































本研究は西なぎさの東部域において 2011 年 5 月
〜 12 月にほぼ毎月 1 回、スコップで 20 cm 立法の
堆積物を表層から採取し、1 mm 目合いのふるいに
てマクロベントスを選別した。マクロベントスの採










Relationship between distribution of Hediste sp. and Capitellidae （Annelida： Polychaeta）
and sediment condition in the tidal flat of the Kasai marine park, Japan
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　This study was carried out to clarify relationship between distribution of Hediste  sp. and Capitellidae （Annelida： 
Polychaeta） and sediment condition in the tidal flat of the Kasai marine park. The samples of Hediste sp., Capitellidae and 
sediment were collected periodically 9 sampling stations from May to December 2011. Mean number ± SE of Hediste sp., 
Capitellidae collected at the study area during the observation period was 157 ± 44 and 481 ± 127 inds./m2, individually. The 
number of Capitellidae was about 3 times higher than Hediste sp. Total number of Capitellidae at each station positively 
related to mud content, whereas Hediste sp. negatively related to water content. These results indicate that Capitellidae favors 











燥した堆積物をマッフル炉を用いて 600℃で 2 時間
加熱し、その減少量から求めた。粒度組成は 63 µm
と 2 mm 目合いのふるいを用いて分画し、63 µm-2 
mm 画分を砂、<63 µm 画分を泥（シルト・クレイ）
とした 14）。目視によりゴミ、貝殻、ベントスなどを除
去し、脱塩処理後、63 µm と 2 mm 目合いのふるい
を通し、63 µm-2 mm 画分と<63 µm 画分を重量測






（I.L.）を Table 1 に示す。
9 地点における含水率は 20.1 〜 39.8%で、地点 B1
が最も高く、地点 A3 が最も低い値であった。ライン
1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ 35.3 ± 2.3%、
31.0 ± 0.4%、25.5 ± 2.7%で、海側のライン 1 から陸
側のライン 3 にかけて減少傾向を示した。一方、ラ
インA、B、C の平均値±標準誤差はそれぞれ 28.3
± 4.1%、33.0 ± 3.5%、30.5 ±1.3%でありいずれも
30%前後で、一定の傾向は認められなかった。含泥
率は 0.2%〜 14.6%で、地点 A1 が最も高く、地点 B3
が最も低い値であった。ライン 1、2、3 の平均値±
標準誤差はそれぞれ 7.4 ± 3.9%、3.4 ±1.7%、2.1±
1.5%で、ラインA、B、C においてはそれぞれ 8.7±
3.0%、3.1±1.8%、1.1± 0.1%であった。ライン C か
らラインA にかけて、またライン 3 からライン 1 にか
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Fig. 1 Location of the sampling stations in the tidal 
flat of Kasai marine park.
Table 1. Contents of water （%）、 mud （% dry weight）, sand （% dry weight） and I.L. （%）
in the sediment at each station of Kasai marine park.
Water Mud Sand I.L.
% % %
A1 33.2 14.6 85.4 3.80
A2 31.7 6.7 93.3 2.16
A3 20.1 4.9 95.1 2.56
B1 39.8 6.4 93.6 2.58
B2 31.1 2.7 97.3 2.28
B3 28.1 0.2 99.8 2.06
C1 32.9 1.2 98.8 2.80
C2 30.3 0.9 99.1 2.78
C3 28.4 1.1 98.9 2.11
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けて増加傾向を示した。I.L. は 2.06 〜 3.80%の範囲
で地点 A1 が最も高く、地点 B3 が最も低い値であっ
た。ライン 1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ
3.1± 0.4%、2.4 ± 0.2%、2.2 ± 0.2%、ラインA、B、
C においてはそれぞれ 2.8 ± 0.5%、2.3 ± 0.1%、2.6




I.L. に有意な正の相関性がみられた（Fig. 2; t-test、 
P < 0.05）。すなわち含泥率の高い場所は I.L.すなわ
ち有機物含有量も高いことが明らかとなった。
調査エリアにおけるカワゴカイ属とイトゴカイ科
の月別平均個体数の変化を Fig. 3 示す。
調査期間を通してのイトゴカイ科個体数の平均値±
標準誤差は 481 ± 127 個体 /m2 で、カワゴカイ属
は 157 ± 44 個体 /m2 とイトゴカイ科がカワゴカイ属
の約 3 倍の値を示した。イトゴカイ科は 5 月から 8 月
にかけて急激に減少傾向を示し 8 月から11 月にかけ
て増加に転じたのに対して、カワゴカイ属はイトゴカ
イ科と異なり 5 月から 8 月にかけて増加傾向を示し





は 1 〜 2 カ月であり16）、一方カワゴカイ属の世代時間








90 mm 近い降水量が観測され、また 7、8 月は気温
35℃前後の日が何日か観測されている 24）。両ゴカイ
の生息している深度も 20 cm 以浅で同じである 25）こ
とから、水温、塩分の影響の受けやすさもほとんど
同じであると思われる。7 月から 8 月にかけてカワゴ
葛西海浜公園西なぎさにおけるカワゴカイ属およびイトゴカイ科の分布と底質との関係
Fig. 2.　Relationship between mud content and I.L. in 
the study area of Kasai marine park.
Fig. 3.　Mean number of individuals of Hediste sp. （●） and Capitellidae （○） in the study area











イは 6 月から 9 月に成熟した個体になる 26）。したがっ
て、カワゴカイ属の 8 月から 9 月にかけての減少は生
殖後の死亡の影響によるのかもしれない。
調査期間内を合計したイトゴカイ科とカワゴカイ
属の地点別個体数を Fig. 4 に示す。
ライン別にみると、イトゴカイ科個体数におけ
るライン 1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ
3508 ± 981、3333 ± 827、1825 ± 139 個体で、ラ
イン A、B、C においてはそれぞれ 3742 ± 922、
2767 ± 933、2158 ± 405 個体であった。一方、カ
ワゴカイ属におけるライン 1、2、3 の平均値±標
準誤差はそれぞれ 650 ± 125、533 ± 227、1650 ±
697 個体で、ライン A、B、C においてはそれぞれ
1625 ± 688、475 ± 132、733 ± 273 個体であった。
ライン A、B、C についてみると、イトゴカイ科と
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Fig. 4. Distributions of total number of individuals of 
Capitellidae （a） and Hediste sp. （b） during 
observation period at each station of Kasai 
marine park.
Fig. 5. Relationship between Capitellidae、 and 
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